
　

環
境
・
景
観
づ
く
り
部
会
か
ら
新

た
に
「
三
角
島
ふ
る
さ
と
の
森
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
大
王
わ
さ

び
農
場
の
北
側
に
あ
る
、
通
称
「
三

角
島
」
の
自
然
を
守
り
育
て
、
市
民

の
森
と
し
て
後
世
に
伝
え
て
い
く
た

め
発
足
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
ま
ず
三
角
島
周
辺
の
ア
レ
チ

ウ
リ
の
駆
除
や
河
川
清
掃
な
ど
を
中

心
に
作
業
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
三
角
島
内
部
に
つ
い
て
は
、

今
後
地
権
者
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
環
境
を
守
っ
て
い
き
ま

す
。

　

地
域
を
散
策
し
な
が
ら
そ
の
魅
力

を
再
認
識
し
、
幅
広
い
視
点
で
安
曇

野
ブ
ラ
ン
ド
を
検
討
す
る
た
め
に
行

わ
れ
て
い
る
「
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
発

見
ウ
ォ
ー
ク
」。
第
3
回
を
迎
え
た

今
回
は
、
万
水
川
沿
い
や
、
相
馬
愛

蔵
の
生
家
・
荻
原
碌
山
の
生
家
・
墓
、

道
祖
神
な
ど
を
巡
っ
た
後
、
田
淵
行

男
記
念
館
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
昼
食

　

市
で
は
、
乳
幼
児
の
お
子
さ
ん
が

い
る
母
親
を
対
象
に
「
マ
マ
の
た
め

の
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。
子
育
て
中
は
忙
し
く
、
自
分

の
健
康
に
つ
い
て
は
後
回
し
に
な
り

が
ち
で
す
。健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、

気
軽
に
楽
し
く
出
来
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
せ
ん
か
。
託
児
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
会
場　

穂
高
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

　

市
内
在
住
で
乳
幼
児
の
母
親

■
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
し
込
み　

5
月
1
日
（
金
）
～

　

21
日
（
木
）
ま
で

■
そ
の
他　

10
月
に
は
堀
金
保
健
セ

ン
タ
ー
で
同
様
の
教
室
を
開
催
予

定
で
す
。
開
催
時
期
に
な
り
ま
し

た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

穂
高
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
81・０
７
１
１ 

81・０
７
０
３
）

に
は
、
も
み
殻
を
燃
料
に
し
た
か
ま

ど
「
ぬ
か
く
ど
」
で
炊
い
た
お
に
ぎ

り
と
お
味
噌
汁
を
ぬ
か
く
ど
隊
が
振

る
舞
い
、
約
50
人
の
参
加
者
が
、
早

春
の
安
曇
野
の
風
景
と
歴
史
・
文
化

を
満
喫
し
、
こ
の
地
域
独
自
の
魅
力

に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
会
議
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
20
年
度
の
報
告
と
、
21
年
度
事

業
計
画
、
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
14
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
り
、
平
成
21
年

度
は
部
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
相
互
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
曇
野
ブ
ラ

ン
ド
の
構
築
に
向
け
て
事
業
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、広
報
部
会
を
設
け
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
分
か
り
や
す

い
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

県
所
有
地
の
美
化
な
ど
を
目
的
と

し
た
、
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

会
議
「
三
角
島
ふ
る
さ
と
の
森
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
お
よ
び
「
１
４
７
号
バ

イ
パ
ス
景
観
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
そ
れ
ぞ
れ
、
県
と
市
の
三
者
に
よ

る
ア
ダ
プ
ト
シ
ス
テ
ム
を
締
結
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
美
化
活
動
、
緑
化
活
動
な

ど
を
行
い
、
県
は
活
動
に
係
る
資
材

の
提
供
や
傷
害
保
険
へ
の
加
入
を
、

ま
た
市
は
活
動
に
よ
り
出
る
ゴ
ミ
の

処
理
を
行
い
ま
す
。
今
後
は
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
分
担
に
よ
り
、
一
層
き
れ

い
な
安
曇
野
を
目
指
し
ま
す
。
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安 曇 野 ブ ラ ン ド ニ ュ ー ス
安曇野ブランドデザイン会議の進ちょく状況などをシリーズでお伝えします

第 13 回

3/3

三
角
島
ふ
る
さ
と
の
森

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足

3/15

春
の
万
水
川
周
辺
を
散
策

3/20

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド

　

デ
ザ
イ
ン
会
議
総
会

3/27

ア
ダ
プ
ト
シ
ス
テ
ム
調
印

信州サーモン

【市民料理コンテスト】
第２次（最終）審査結果

　「信州サーモン市民料理コンテスト」の
第２次審査を３月 20日（金）、豊科勇屋会
館で開催しました。1月の第１次審査を通
過した４人の作品を市調理師会の皆さんが
調理、同日開催した安曇野ブランドデザイ
ン会議総会出席者の試食・投票により、次
のとおり決定しました。

第１位　茂山 英
ひでもと

根さん（安曇野市穂高）
　「信州サーモンの韓国風和え物」

第２位　丸山 貴子さん（安曇野市豊科）
　「安曇野さんぽバーガー」

第３位　市澤 諭
あきふみ

史さん（長野市）
　「信州サーモングリエ
　　　　　　　　～トマトソース」

第４位　内山 高志さん（池田町）
　「信州サーモンフライ
　　　　  安曇野野菜とハーブたち」

皆さんに賞状と記念品が贈呈されました。
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マ
マ
の
た
め
の

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（
全
５
回
）

月　日 時　間 内　　容

① 6月 1日（月）

午前9時30分

～11時

楽しく体を動かそう

② 6月17日（水） 自分の健康状態をチェック

③ 6月29日（月） お口を知ろう

④ 7月 8日（水） 食事について考えてみよう

⑤ 7月17日（金） 楽しくヨーガ体験

■日時・内容

碌山公園研成ホール

第３回 長峰山「天平の森」新緑まつり

■期　間　5月15日（金）～17日（日）
■場　所　長峰山森林体験交流センター「天平の森」
　　　　　および周辺
■内　容
　16 日 ●山菜塾（長峰山周辺で山菜を採り、説明を
　　　　 受けながら天ぷらにして食べていただきます）
　17 日 ●ＪＲ篠ノ井線 廃線敷きウォーキング
 ●石釜ピザづくり体験

　15 日～ 16 日
 ●コテージ宿泊体験、● 2 食付き宿泊体験、
 ●天文台無料観望会、●親子キャンプ体験

　その他に、親子木工体験、安曇野写生講習会なども
予定しています。
　参加料や条件があります。詳しくは下記までお問い
合わせください。

問天平の森（462・6235 662・6236）

安曇野原風景追想　横山徳三写真展
　■日　時　4月25日（土）～5月6日（水）

午前 9 時～午後 5 時
（最終日は午後 4：00 まで）

　■内　容　20 ～ 40 年前の安曇野の風
景写真（モノクロ43点、カラー13
点）の展示

　■入場料　無料

美術講座「アクリル画入門」
　■日　時　5月14日（木）、21日（木）

6月 4日（木）、18日（木）
7月 2日（木）、16日（木）

（全 6 回）
午後 1 時～ 4 時

　■内　容　アクリル画の基本を学び自由
な表現を楽しみます

　■講　師　岡本 諒
りょういち

一 さん
　■受講料　3,000 円

美術講座「彫
ちょうそ

塑制作Ⅲ」
　■日　時　5月21日（木）～25日（月）

（連日）
午前 9 時 30 分～ 5 時

　■内　容　ヤギをモデルとした彫塑制作
　■講　師　内川　博 さん
　■受講料　3,000 円

問研成ホール（4 682・0769）


